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と思います。ちなみに，観測史上最大（12時間で
120cm）だった令和7年2月3～4日の2日間の降
雪量は124cmでしたが（注：降雪量の計測方法は
当時と異なる），降水量は90mmで，2日間の降水
量で比較すると，このときの雪害は令和7年の雪害
を上回っています。また，湿った重たい雪による被
害が生じたことも裏付けられます。

2．吹雪の記憶
先にも述べましたが，十勝地方の冬は晴天が続く

のが特徴です。特に，降雪をもたらした低気圧が北
海道の東岸に抜けて北西風が強まり寒気が入ると，
地吹雪が発生します。国道から自宅までは，一車線
の道路で，あちらこちらに吹きだまりができまし
た。ただし切土はなく大きな吹きだまりができない
ため，車は走行できなくても歩くこと自体には問題
はありませんでした。深い新雪を歩く場合は長靴の
中に雪が入って足が冷たくなるのが嫌でしたが，吹
きだまりは締まっているため，子どもの体重であれ
ば埋まることなく，普段より高い雪丘の上を歩ける
のは，楽しみでもありました。
ところで，自宅までの途中にカラマツの防風林が

ありました。一列しかない林でしたが，その風下で
は防風林のない区間に比べ，吹きだまりが小さかっ
た記憶があります。吹雪対策の常識では，1列程度
の林帯では防雪効果は期待できず，かえって風下に
吹きだまりを作りやすくなるとされています。私の
記憶違いかもしれません。一度調べてみたいと思っ
ていましたが，結局のところ，今でも疑問のまま
です。

1．雪害の記憶
札幌オリンピックが終わった昭和47年の晩冬，
実家のある十勝地方は大雪に見舞われました。これ
が，私の最初の雪害に関する記憶です。
十勝地方の冬は，冬型の気圧配置により安定した
晴天が続きます。しかし2～3月になると「台湾坊
主」と呼ばれる南岸低気圧によって大雪になること
があります。湿った雪なので着雪しやすく，我が家
は数日間停電になりました。家の前にある電柱の間
で電線が切れているのをおぼろげに覚えています。
実家は丘陵部にあり，国道から2kmほど山側に
入った一番奥に位置していました。そのため，すぐ
には復旧に来てもらえなかったのだと思います。当
時，飲み水は地下水をポンプでくみ上げていたた
め，停電の影響で水が出なくなってしまいました。
そこで，雪をプロパンガスのコンロで溶かして使い
ました。大人が雪を金属バケツに詰めているシーン
の記憶があります。当時，家の前200mは私道であ
り，除雪は町道が優先されていたため，しばらく雪
に閉じ込められていたようです。しかし当時は薪ス
トーブを使っていたため，冬が来る前に一冬分の薪
を確保していました。庭に掘られた “むろ ”に食料
も備蓄していたので，特に災害を意識していなくて
も，何とか無事に過ごすことができたのだと思いま
す。最近目にする「フェーズフリー」防災に似たよ
うなものです。もっとも，現在でも，冬期に停電や
断水が起これば，確実に深刻な状況に陥るでしょ
う。やはり，日頃からの備えは必要だと思います。
帯広測候所の記録によると，昭和47年2月27日～

28日の 2日間の降雪量は 82cm，降水量は 130mm
でした。おそらくその時の雪害だったのではないか
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3．雪の研究を始める
私が雪の研究を始めたのは，大学院修士課程で北
海道大学の低温科学研究所に進んでからです。当時
は理学研究科の地球物理学専攻の進学先として，理
学部の地球物理学科と低温科学研究所を選ぶことが
できました。当時の低温科学研究所には，吹雪，降
雪，なだれ，凍上など，雪氷災害を研究対象とする
研究者がそろっていました。
私の研究テーマは，地中レーダーを用いて積雪内
部の層構造を把握する手法の研究でした。ただし，
ここで大きな壁にぶつかりました。使用していた
レーダーは中心周波数が 350MHzの電波を使って
いました。この波長は空気中では約85cmですが，
乾いた積雪中では 55 ～ 70cm程度になります。一
方，積雪の層構造は降った雪が積み重なって形成さ
れるので，よほど大雪ではないと，厚さ55cm以上
の均一な積雪層は形成されません。従ってこのレー
ダーで積雪内部の層構造を検知できるとは思えませ
んでした。その疑問を指導教官に率直に伝えました
が，教官は「できる」との返答で，いろいろと説明
していただいたのですが，理解することができませ
んでした。結局，悩みつつも十分に理解しないま
ま，出来の悪い論文を書き上げ，大学院を修了させ
てもらいました。学部時代に指導していただいた理
学部所属の教授から「出来の悪い論文でしたが，苦
労したのはよく分かりました」と言われたことが，
心に浸みました。

4．寒地土木研究所での雪対策の研究
（ 1 ）飛雪空間密度の鉛直分布式の導出
平成3年4月，当時の北海道開発庁に採用となり，
寒地土木研究所の前身である，北海道開発局開発土
木研究所道路部防災雪氷研究室（現在の寒地道路研
究グループ雪氷チーム）に配属になりました。当時
の室長は石本さんで，加治屋さんが主任研究員で
した。
入所して間もなく，当時の道路部長（現在の寒地
道路研究グループ長）だった竹内さんから，学会誌
の解説記事を書くにあたり，降雪を伴う吹雪時の飛
雪空間密度の鉛直分布式（以下，分布式と記しま
す）を導くよう頼まれました。降雪のない地吹雪時
の分布式は，すでに1950年代に導出されて「塩谷

の式」として知られていました。一方，降雪を伴う
吹雪時の分布式については，新潟大の小林先生が
1980年代に解いていましたが，乱流拡散係数を定
数として与えた粗い近似となっていました。そこで
私は，塩谷と同様に乱流拡散係数を高さの関数とし
て与え，拡散方程式を解くことにしました。私はあ
まり数学が得意ではありませんでしたが，図書室か
ら借りた積分公式集と格闘し，何とか方程式を解く
ことができました。過去に誰も解いていなかった式
を解いたことで少し自信になりました。この式は，
その後，吹雪の参考書にも採用されました。また，
吹雪視界の予測情報提供に活用され，さらに学位取
得に繋がるのですが，それはしばらく後の話です。

（ 2 ）路面凍結予測に関する試験調査
スパイクタイヤと言っても，知っている人はもう

少ないと思います。金属ピンが埋設されたタイヤの
ことで，昭和末期の北海道では，ほとんどの車両が
装着していました。しかし，スパイクタイヤの粉じ
んによる環境被害が懸念され，平成 2年にスパイク
タイヤ粉じんの発生の防止に関する法律が公布さ
れ，平成 4年から札幌圏において罰則が適用される
に至り，実質上使用が禁止されました。ところが，
その年の冬，今まで経験したことがないような非常
に滑りやすい路面（つるつる路面）が発生し大きな
問題になりました。その対策として，私は加治屋さ
んの下で，海外製の路面センサーと凍結予測システ
ムを札幌都心部の国道 12号と国道 5号に導入して
試験を行うことになりました。
センサーは埋設式で，路面を切削してセンサーを

埋め込むとともに，路側の歩道にポールを立てて，
気象測器を設置しました。私は，その工事（役務）
を任されましたが，全く経験の無いなか，周りのサ
ポートを得て，何とか設置を完了し試験を開始しま
した。
ところが，降雪の少ない海外では，路面凍結の有

無が重要で，道路に残っている雪氷が滑りやすいか
を予測するのは困難でした。そこで，つるつる路面
の発生プロセスを明らかにするため，気象と交通量
の観測，および道路雪氷のコアを採取して解析を行
いました。そして積雪表面の氷膜形成に与える，降
雪強度と車両の通行台数との関係を明らかにして，
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査読論文として投稿しました。厳しい指摘もありま
したが何とか改稿し，初めての査読論文として学会
誌に掲載されたことが，また少し自信になりました。

（ 3 ）吹雪時の安全走行支援システム
平成4年3月に千歳市の道央自動車道で吹雪の中，

186台の多重衝突事故が発生しました。これは，国
内としては最大規模のものです。この頃，高規格道
路の整備は，北海道北部や東部，山間部を通過する
ルートなど，冬期の気象条件の厳しい地域へと進め
られており，吹雪による多重衝突事故への対策は，
喫緊かつ重要な課題でした。
当時，ITS（Intelligent Tranport Systems：高度
道路交通システム）が，注目されていました。今で
いうDXや ICTのはしりだと思います。防災雪氷研
究室では，平成 7年5月に加治屋さんが室長に就任
してから，本格的に寒地型 ITSの研究を推進し，
様々なプロジェクトを立ち上げました。その一つ
が，冬期道路の安全走行支援システム開発です。吹
雪時による視程障害で事故などにより停止した車両
の発見遅れが多重衝突事故に繋がるとの知見を得
て，民間企業との共同研究を開始し，各種センサー
による停止車両の検知や自発光視線誘導標による警
告システム開発に取り組みました。
一方，旧建設省でも，走行支援道路システム開発
機構（AHS研究組合）を設立し，全国規模でAHS

（Advanced Cruise-Assist Highway Systems：走行
支援道路システム）の開発に取り組んでいました。
無雪期の試験を終え，積雪・寒冷環境下でのセン
サー適用を研究するに当たり，当研究所と研究対象
が重なるため調整が行われました。その結果，当研
究所での民間との共同研究は中断し，平成12年度
から3ヶ年にわたり，旧土木研究所 ITS研究室と共
同研究を行うことになりました。取り組んだのは，
自発光式視線誘導標を利用した危険警告に関して
で，石狩吹雪実験場内での被験者実験を行い仕様を
検討しました。　
平成15年度の冬期には，吹雪時に，前方の停止
車両を検知して後続車両に警告を行うシステムを試
作し，国道337号当別町蕨岱の国道275号との交差
点の手前，延長660mの区間に停止車両や低速車を
検知するミリ波センサーを３基，道路の両側には自

発光視線誘導標を設置しました（図 1）。実道実験
に当たっては，国道を管理する北海道開発局札幌開
発建設部などの関係機関と何度も協議を重ね，かな
り苦労した記憶がありますが，土木研究所の ITS研
究室から戻ってきたS研究員の助けもあり，整備を
進めることができました。　
実道実験では安全安心への効果が認められ，シス

テムを北海道開発局へ移管して，しばらく運用して
いましたが，国道337号と国道275号の立体交差化
事業が開始されるに至り，このシステムは撤去され
ました。

 
（ 4 ）吹雪の視界情報
私は，平成7年頃から，室長である加治屋さんの
強力なリーダシップの下で，寒地型 ITSに関する研
究に従事し，直接的に雪氷に関わる研究から離れて
いました。そのような折り，平成10年頃だったと
思いますが，竹内さんから，「飛雪空間密度の鉛直
分布式を用いて，視程を推定することが可能ではな
いか」と示唆されました。寒地型 ITSの研究で多忙
を極めていましたが，空いている時間を見つけて，
視程推定手法の研究に細々と取り組むことにしまし
た。もちろん，加治屋さんから睨まれないよう，前
述した共同研究など，寒地型 ITSの研究は手を抜か
ずに取り組みましたので，多少融通は利かせても
らったと思います。そして，気象条件から吹雪時の
視程を推定する手法を明らかにして査読論文として
投稿した結果，平成14年度に日本雪氷学会から，
若手研究者に与えられる『平田賞』をいただくこと
になりました。
この頃から，気象庁より格子点気象データである

図 1　試験設置した自発光視線誘導標
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GPV（Grid Point Value）が提供されるようになり
ました。先の視程推定手法は，風速と降雪強度と気
温のみを使っており，GPVで提供される予測デー
タを使うことで広域での視程予測値を容易に得るこ
とが可能になりました。この技術を元として発展さ
せたのが，現在の『吹雪の視界情報』です。平成
21年2月から，道内の一部地域を対象に視程情報
現況値の提供を開始しました。実は，前年の 8月に
加治屋さんが病に倒れました。少し回復して職場に
出てきた際に，図 2に示すシステムを見せたとき
に，「これ，よくできている」と言ってくれたのを
思い出します。加治屋さんは，常に“Best of Best”
を追求する方で，良いアイデアが出るまでなかなか
満足せず，会議を午後1時から始めて，終わったの
が8時過ぎということもありました。それまで，一
度も「いいね」と言われたことがなかったので，嬉
しくもあり，少し寂しくもありました。その後まも
なく病状が悪化して職場に来られなくなり，加治屋
さんが亡くなられたのは，その年の8月でした。亡
くなる数日前に病院にお見舞いに行ったのですが，
最後まで，感謝の気持ちを伝えられなかったこと
は，今でも心残りです。
さて，『吹雪の視界情報』の次のステップとして
は，予測情報を提供することです。予測を提供する
には気象庁から許可を受ける必要があります。雪氷
チームには，私の他，松下さん，原田さんの3名の

気象予報士がいました。原田さんらが，気象庁など
にも相談しながら，色々調べてくれて，気象予報業
務の認可を受けることができました。そして，吹雪
視程予測を開始したのが平成 25年2月でした。し
かし，その1ヶ月後，平成25年3月2日，北海道は
暴風雪に襲われ，9名の犠牲者を出しました。もう
少し早く，このシステムをリリースして，もっと
PRしていれば，犠牲者を出さなくてすんだのでは
ないかと悔やみました。この暴風雪災害の後は，研
究活動に加え，取材対応や，各地方を回って吹雪に
備えるための啓蒙活動，各種委員会への出席など，
目の回る忙しさでした。雪氷チームや周りのサポー
トもあって何とか対応することができました。

5．PIARC 冬期サービス委員としての活動
PIARC（世界道路協会）には多くの技術委員会

があり，このうち冬期サービス委員会は，石本さ
ん，加治屋さんと，歴代，寒地土木研究所から委員
を出していました。前述の通り，平成21年に加治
屋さんが亡くなられた後，私が委員に指名されまし
た。年に2回の委員会，雪氷データブックの改訂，
レポート作成，国際冬期道路会議の査読やプログラ
ム編成に加え，現在と異なり，当時はPIARC国際
冬期道路会議での日本国ブース出展のための本省を
交えた国内委員会への対応があり，特に重責でした。
現活動サイクル（2024～2027年）では，松下さ

んに委員のバトンを引き継いでもらうことができ
て，少し責任を果たしたと感じています。

6．おわりに
必ずしも，雪の研究が好きで始めたわけではあり

ませんが，寺田寅彦の言葉『興味があるからやると
いうよりは，やるから興味ができる場合がどうも多
いようである』にあるように，与えられた仕事に興
味を持つことができたのは幸いだったと思います。
大学生の頃，進路に迷っていた時に，ある教官か

ら「芸術やスポーツなどの特殊な分野を除けば15
年続ければ，ひとかどの人になれるものだよ」と言
われたのが記憶に残っています。ひとかどの人物に
なれたかどうかは分かりませんが，多くの方のお陰
でここまでこられたと思っています。あらためて紙
面を借りて感謝を申し上げます。

図 2　�平成 21 年 2 月に開始した当時の『吹雪の視界情
報』。一部の地域の現況情報提供から始まった。


